又 強くな リ はしまい かと、 揺れる と 落 付いていられな 

い。 皆 も、 近年に ない 強震 だと 愕 いた。 けれども、 

まさか 

真逆 東京に あれ 程の ことが 起って いようと は 夢想す る 

どころ ではなかった。 何に しろ 福 井辺で は 七月の 下旬 

に 雨が 降った きり、 九月 一日まで、 一箇月 以上 一度の 

驟雨 さえ 見ない と 云う 乾きよう であった。 人々 は 農作 

物の 為め に 一 I 卞の 雨で もと 待ち 焦れて いる。 二百十日 

が 翌日に 迫って いたので、 この 地震 は 天候の 変化す る 

前触れと し、 寧ろ 歓迎した 位な のであった。 果して、 

午後 四時 頃から 天気が 変り、 烈しい 東南 風が 吹き始め 

た。 大粒な 雨 さえ、 バラ バラと かかって 来る。 夜に な 



冷静に なった。 それに つれて、 号外の 全部に 対し、 半 

信 半 疑な 心 持に なった。 全市の 交通、 通信機関が 途絶 

してし まった 以上、 内部の 正確な 報知 を、 容易に 得ら 

れ ない 訳 だ。 〔四 字 伏字〕 行方不明 〔四 字 伏字〕、 〔六 字 

伏字〕 と 云う 諸 項が、 特に 疑い を 生じさせた。 丁度 政 

界が 動揺して いた 最中な ので、 余程 誇大され ている の 

では あるまい かと は、 誰でも 思う こと だ。 私 は、 

「少し 大袈裟で はない こと？ 何だか、 何処まで 本当 

にして 好い かわから ないよう だけれ ども」 

と 云った。 それ は 皆 同意見であった。 少し 号外の 調子 

が セン セ ー シ ョナル すぎ る ， ^ と を 感じた のであった。 



た。 一 つと して、 疲労で 蒼 ざめ 形の くずれて いない 顔 

はない のに、 気が立つ ている 故 か、 自暴自棄の 故 か、 

此方の 列車と すれ違う と、 彼等 は、 声 を 揃えて わ ー つ 

と き 

と 熾ん な 鯨波 を あげる。 気の毒で、 此方から 応える 声 

は 一 つもし なかった。 

けれども、 家の 安否 を 気遣う 人々 は、 東京から 来た 

列車が 近くに 止る と、 声の 届く かぎり、 先の 模様 を 聞 

t- J うとす る。 

「貴方 は 何方から お い でです？」 

「神 田 ご 

「九 段のと ころ は 皆 やけました か？」 
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